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効果4【防災】：燃えにくいまちづくりの推進

•高円寺地域は、現状、火災に弱い（燃えやすい）建物が密集しています。

•このような地域で火災が発生した場合、周辺に広く燃え広がる可能性があるため、幅員の広い道路や燃えにくい建物などの延焼遮断
帯を整備し、地域の不燃化率を上げる必要があります。
⇒補助227号線の整備や周辺建物の不燃化により、火災の発生・拡大を防ぎ、地域としての防火対策が進みます。

延焼 延焼遮断

都市計画
道路

▼防災生活圏と延焼遮断帯のイメージ

耐火・準耐火建築物
（燃えにくい）

防火・木造建築物
（燃えやすい）

補助227号線・補助221号線

▼現状は幅員が狭く燃えやすい建物が多い（高円寺北）

整備前 整備後
燃え広がり
やすい

不燃化率
49.3％
（基準値以下）

燃えやすい建物
が多い

燃え広がり
やすい

不燃化率
67.4％
（基準値以下）

※地理院地図（国土地理院）
を加工して作成

延焼遮断

不燃化率
89.7％
（基準値以上）

延焼遮断

不燃化率
86.2％
（基準値以上）

出典：杉並区HP

補助221号線

補助227号線・
補助221号線

補足

●不燃化率
•全建物のうち燃えにくい建物がどれくらいあるかを表した指標。
•不燃化率＝（耐火建築物面積＋準耐火建築物面積×0.8）÷全建物面積
⇒値が高いほど燃えにくい
・都市計画道路の計画幅員の沿道5mの範囲を対象に算出

●延焼遮断帯

•市街地火災の延焼を阻止する機能を果たす道路、河川、鉄道、公園等の都市施設およびこれらと近接する耐火建築物
等により構成される帯状の不燃空間。
•道路の場合は、幅員によって延焼遮断機能を発揮する不燃化率が設定されており、補助227号線（幅員18.0～21.5m）、
補助２２１号線（幅員16m）の場合は不燃化率60％以上で機能を発揮する。

出典：国⼟交通省

計

画
︵
イ
メ
␗
ジ
︶

現

状

幅員 沿道の不燃化率
27ｍ以上 条件なし
24ｍ以上27ｍ未満 40％以上
16ｍ以上24ｍ未満 60％以上
11ｍ以上16ｍ未満 80％以上

延焼遮断帯の形成

（機能を発揮する条件）
【整備後（計画）】
幅員が16mの場合、沿道の不燃化率が60%以上で機能を発揮する
⇒補助227号線(幅員:18～21.5m)では沿道の不燃化率86.2％、
補助221号線(幅員:16m)では沿道の不燃化率89.7％のため、
延焼遮断帯として機能する

【現道】
幅員は5.45mのため、
延焼遮断帯の条件を満たしていない

17
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5,081

5,168

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

現況

整備後

(t-CO2)

高円寺地域の樹木分布

効果6【環境】：植樹帯による緑の増加

21

•緑は生活に潤いや安らぎをもたらし、地球環境の改善に寄与します。
•都市計画道路の整備によりケヤキ等の街路樹が増え、潤いのある景観創出や環境負荷軽減に寄与します。

88tは、ケヤキ約60本が
1年間に吸収するCO2量に相当

補助227号線
（完成区間）

補助227号線
（未着手区間）

早稲田通り

青梅街道

中野区

補助227号線・補助221号線
には樹木（植樹帯）が整備される

出典：「なみじゃない、杉並！」

中杉通り

▼道路への植樹イメージ

87t
増加

高円寺地域のCO2吸収量

高円寺地域
補助227号線（完成区間）
補助227号線・補助221号線（未着手区間）
樹木分布

早稲田通り

中野区

青梅街道

補助221号線
（未着手区間）

補助227号線・
補助221号線

整備前 整備後

補足

●算出条件
・植樹帯が整備されている路線である補助133号線（完成区間）の延長・樹木本数から平均間隔を算出し、補助227号線および
補助221号線の延長に当てはめて樹木本数を算出。
・上記の値から、現況で計画幅員上にある樹木本数を減じた。

【補助133号線（完成区間）の樹木】
•延長＝1,950m・・・①
•樹木本数＝166本・・・②
•樹木平均間隔＝12ｍ・・・③（①/②）

【補助227号線の樹木】
•計画延長＝538m・・・④
•計画幅員に重なる樹木本数＝0本・・・⑤

【補助221号線の樹木】
•計画延長＝287m・・・⑥
•計画幅員に重なる樹木本数＝6本・・・⑦

【高円寺地域の樹木本数】
•現況＝3,629本・・・⑧（GIS上※1で集計）
•整備後＝3,692本・・・⑧＋④/③＋⑥/③－（⑤+⑦）

【高円寺地域のCO2吸収量】
•現況＝5,081 t-CO2・・・⑥×1.4※2

•整備後＝5,168 t-CO2 ・・・⑦×1.4

※1）GIS（地理情報システム）：位置に関する情報を重ね合わせて分析・表示させるシステム
※2）1.4 t-CO2：落葉広葉樹高木１本あたりの年間CO2吸収量
※3）あくまでケヤキでの試算であり、樹種や間隔によってCO2吸収量が変更する

22

▼単木の年間総CO2吸収量の概算表（kgCO2/y）

出典：大気浄化植樹マニュアル(独立行政法人環境再生保全機構)
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観点 整備効果指標 指標の内容 整備前
（現状）

整備後
（将来） 効果

防災

1 災害時の代替路の拡充 災害対策本部から震災救援所へのアクセス時間 12分 9分 25.0%

2 災害時の帰宅困難者の対応 駅等から⼀時滞在施設等への平均アクセス時間 90分 22分 75.6%

3 消防活動空間の確保 沿線地域の消防活動困難区域⾯積 495,729㎡ 407,714㎡ 17.8%

4 燃えにくいまちづくりの推進 補助227号線沿線の不燃化率 67.4% 86.2% 27.9%

環境
5 ⾃動⾞からのCO2排出量削減 杉並区全体のCO2排出量 301,047 t-CO2 300,927 t-CO2 0.04%

6 植樹帯による緑の増加 杉並区全体のCO2吸収量 5,081 t-CO2 5,168 t-CO2 1.7%

暮らし
7 バスの定時性確保 現⾏ルートを代替するバス路線の整備による定時性の向上

8 歩⾏者・⾃転⾞の安全確保 幅員の広い規格歩道の設置による歩⾏者・⾃転⾞の安全性・快適性が確保

活⼒

9 ICへのアクセス性向上 ⾼円寺地域から練⾺ICへの
アクセス時間 35分 26分 25.7%

10 駅間アクセス性の向上 ⾼円寺駅から都⽴家政駅への
アクセス時間 10分 5分 50.0%

11 南北路線の強化 環七通り・環⼋通りの間の南北路線ネットワークの構築による隣接区も含めたアクセス性の向上

高円寺地域の整備効果まとめ

※

※樹種や間隔によってCO2吸収量が変更する
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